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白石四郎（政経学部教授）
　蒲生正男教授が急逝されてから数ヵ月になるが，その死が余りに急であった
ので，年の近い人々には非常な脅怖をのこしていった。まだまだ死には程遠
く，葬式は70才過ぎの人か，事故によるもの位に考えていたのに，身近なもの
であることを改めて確証させられたからである。蒲生教授の話となると最後に
はお互いに身体には気を付けようということになり，妙に薄ら寒い気持になっ
たものだ。けれども人の一生は早い遅いに拘りなく，それぞれ完結しているも
ので，いかに惜まれた死でも，それなりに纒ったものだという気もしないでもな
い。そうとでも考えないとノイローゼになって仕舞いそうである。蒲生教授も未
だ未だこれからという時に亡くなられ本当に気の毒なことと惜しんでいるが，
これも宿命だと考えるより仕方がないだろう。心から冥福を祈る次第である。
　蒲生教授は年の割には明治に遅くこられた。広島医科大学や都立大学に勤務
された関係で遅れて来られたのだが，私は学生時代から知っていたので時々会
う度に挨拶はして来た。専任になられてからは非常に親しく御付合して頂いた。
先生が明治に来られた当時は泉靖一先生が東大に行かれ，まだ社会学関係の方
が少なかったので色々苦労されていたようで，その後，岡正雄先生，祖父江孝
男先生などが来られ，また社会学プロパーとしては久保田正雄先生も御見えに
なられたので比較的人数の点でほ充実した。若手の大胡先生や上野先生も育っ
て来た。他面，人数の増加でその世話焼としての仕事も増えたのであろうが・
元来，人の面倒は良く見る方なので忙しいのは仕方なかったらう。寡黙の人だ
と聞いていたが，付合って見ると言ひ分は確実に伝えたし，要求も筋を通して
いた。私は字が下手なので自然と筆不精になり失礼ばかりしているが，蒲生さ
んは旅先で必ず便りを呉れたものである。ゼミの合宿で信州に行く時に上野駅
でバッタリ会ったので，行先を尋ねると御家族が軽井沢に居られるので・そこ
を訪ねるとのことで，一緒に立ったまま軽井沢に行ったが，余り家庭のことを
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話さなかった蒲生さんもその時には多少家庭的であった。その後，私の結婚の
時に妻の郷里に挨拶に行く時に，仲人の代理・代行，つまり代理的役割の中野
渡先生の代行をして頂いて青森県まで来て頂いて，御世話になった。年下の仲
人役は大変だったろうと思うが，彼は堂々と落着いていた。私が学部長の時に
蒲生さんに政治科長で助けて頂いたが，当時は学生運動が最も激しい時で，団
交と称する大勢による追求がよく行われた。或る時，私が海外に出ていて留守
であった事情を説明せねばならなくなった時に，壇場にノ・一一トを届けて呉れた
者がいるので，後で審べたら蒲生さんであった。非常に有難く感じたものであ
る。蒲生さんも妙な処で追求集会とやらに評議員であるとかで引っ張り出され
たり，その後学部長になられてからも一，二回苦しい集会をやったようであ
る。あれは身体に良くないもので，本当に寿命が縮まる感じのするものであ
る。蒲生さんは元来酒は余り好きでないように見受けられた。酒の隙こはニコ
ヤカに出ていたが余り酔った姿は見たことがない。義理で杯に口をつけている
様な感じだったが，追求集会などを二，三回経験すると酒でも飲む様になった
のかも知れない。私の方は酒を飲めば酔う方であり相当飲んだら帰宅してしま
うので，何時も途中で失礼してしまうが，蒲生さんは行儀良く余り乱れないで，
友人達と最後まで話を続けられていた。その点でも立派なものであった。酒量
の方も上ったという話しであったが，私の方が先にドンドン飲んでしまい，彼
がどの程度か良く分らぬ中に失礼するのが常だったので，彼の最後がどの程度
か知らないが，余り量は行っていないだろうと思っている。行儀の良いのは疲
れることだから，これも身体に悪かったのかも知れない。私は蒲生さんの死に
驚いて一寸調子が悪いと憶病になり，現在も三ヵ月程禁酒中である。余り心配
しすぎるのも良くないから，近い中に再度飲み出そうかと思っている。蒲生さ
んはラグビーに熱心で，ラグビー部長になる前から好きだったので，相談を受
けた時に推薦したが，立派に使命を果されていた。学界における指導ぶりはす
でに定評がある。
　取り止めのないことを書き綴ったが，余り色々と付合ったので，却ってまと
まりのないものとなった。冥福を祈ること切なるものである。
　　　　　　　　　　　　　　　　（23）
